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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 広報広聴会議 
会議場所  第３委員会室 

担当職員  鈴木 智 

日 時 平成２７年１０月２日（金曜日） 
開 議   午後  ３時 ５０ 分 

閉 議   午後  ４時 １０ 分 

出席委員 

 

◎福井 ○小島（広報部会長） ○馬場（広聴部会長）  

三上 小川 奥村 田中 冨谷 平本 

 

事務局 

出席者 
藤村局長、山内次長、鈴木議事調査係長、坂田主任、池永主任 

 

傍聴 可 市民 １名  報道関係者  名 議員  名（  ） 

会 議 の 概 要 
 

１５：５０ 

[福井委員長 開議] 
[事務局 日程説明] 

 

１ 広報部会活動 

（１）議会だより 

 ○№１６６の編集 

[小島副委員長 説明] 

 １０月６日、１４日に広報部会を開催する。２０日頃にゲラ版を各委員のレターケ

ースに入れる。表紙は調整中だが子ども議会を考えている。特集ページは決算審査

について掲載したい。また、子ども議会の内容はカラーで編集したいと考えている。

その他、委員会の報告やＮＰＯとのわがまちトーク等を掲載する。 

 

２ 広聴部会活動 

（１）議会報告会＆わがまちトークについて 

○広報広聴会議所管分（８月開催）に係る意見対応 

○次回の日程・開催場所 

[馬場副委員長 説明] 

 別紙№１のとおり、議会報告会＆わがまちトークで出された広報広聴会議に関する

意見・要望等の取り扱いについて順に各委員に諮る。 

 

〔全項目：参考で決定〕 
 

（２）子ども議会の質問等に係る所管の振り分け 

[馬場副委員長 説明] 

 

＜小島副委員長＞ 

 №２、５－２、１５－２、１９－１について、少子化によりクラブ活動等の機会が

減ってきており、小学校のグラウンド利用に空きが出てきている。このため、産業

建設常任委員会では総務文教常任委員会とも連携して調査等に取り組めばよいと



2 
 

の意見があった。 

＜馬場副委員長＞ 

 総務文教常任委員会も所管に入れることでよいか。 

＜田中委員＞ 

 所管に入れずに、必要があれば総務文教常任委員会とも協議すればよい。 

 

３ その他 

○議会報告＆わがまちトークの参加者数の推移について 

[福井委員長説明] 

 議会報告＆わがまちトークについて、この資料も参考にしながら今後よりよい手法

を検討していきたい。 

 
 

散会 １６：１０ 


